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主な記事

県に対し建設関連業団体部会員が要望～官公需フォーラム～ （記事２頁）

　

女
性
の
活
用
が
進
ん
で
い
る

企
業
ほ
ど
業
績
が
良
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
５
年
前

と
比
較
し
て
女
性
管
理
職
比

率
」
が
「
大
幅
に
伸
び
た
企
業
」

の
売
り
上
げ
指
数
が　

で
あ
る

１７４

の
に
対
し
「
大
幅
に
減
っ
た
企
業
」
の
指
数
が　

と
大
き

８４

な
差
が
あ
り
（
平
成　

年　

世
紀
職
業
財
団
調
査
）、
女
性

１５

２１

が
活
躍
で
き
る
風
土
を
持
つ
企
業
は
利
益
率
が
高
い
（　
１５

年
経
済
産
業
省
男
女

共
同
参
画
研
究
会
報

告
）
な
ど
多
く
の
調

査
結
果
が
あ
る
。

　

ま
た
、
最
近
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
取
組

む
企
業
が
増
え
て
い
る
。
単
に
子
育
て
し
て
い
る
社
員
だ

け
を
対
象
に
す
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
社
員
が
労
働

時
間
の
見
直
し
等
に
よ
っ
て
仕
事
と
家
庭
と
の
調
和
を
図

り
、
個
人
の
生
活
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
生
産
性
の
向

上
や
企
業
の
業
績
向
上
に
つ
な
が
る
と
の
考
え
方
か
ら
で

あ
る
。

　

つ
ま
り
、
女
性
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
は

す
べ
て
の
社
員
に
と
っ
て
働
き
や
す
く
、
企
業
業
績
の
向

上
に
も
有
効
と
い
う
こ
と
だ
。

　

同
時
に
、
す
で
に
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
る
中
で
少

子
化
対
策
と
し
て
も
有
効
だ
。 

最
近
で
は
、
専
業
主
婦
型

よ
り
も
就
業
し
て
い
る
女
性
の
平
均
児
童
数
の
ほ
う
が
多

く
（　

年
第　

回
出
生
動
向
基
本
調
査
）、
ま
た
、
育
児
休

１４

１２

業
制
度
の
整
っ
た
職
場
に
比
較
し
て
制
度
の
な
い
職
場
で

は
子
供
を
生
む
割
合
が　

と
の
調
査
（　

年
Ｎ
Ｈ
Ｋ

１/３

１８

ニ
ュ
ー
ス
）
も
あ
り
条
件
整
備
も
大
切
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
の
女
性
の
離
職
理
由
を
み
る
と
、

結
婚
や
育
児
の
た
め
と
の
割
合
が
全
国
の
倍
以
上
（　

年
１４

就
業
構
造
基
本
調
査
）
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
岐
阜
労

働
局
で
も
妊
娠
・
出
産
を
理
由
と
す
る
解
雇
等
の
相
談
事

案
が
増
え
て
い
る

等
、
残
念
な
状
態

に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
仕
事

と
家
庭
と
の
調
和
、
女
性
の
能
力
の
活
用
に
企
業
と
し
て

取
組
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

例
え
ば
、次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く「
一

般
事
業
主
行
動
計
画
」
に
取
組
ん
だ
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
努

力
義
務
で
あ
る　

人
以
下
の
企
業
で
の
取
組
も
多
く
な
っ

３００

て
い
る
。
育
児
休
業
の
取
得
目
標
、
所
定
外
労
働
時
間
の

短
縮
等
総
労
働
時
間
短
縮
の
目
標
な
ど
を
企
業
の
実
情
に

応
じ
て
定
め
る
も
の
で
、
国
・
県
の
様
々
な
支
援
策
も
講

じ
ら
れ
て
い
る（
詳
細
は
中
央
会
活
性
化
情
報　

号
参
照
）。

１００

中
央
会
に
は
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
」

の
窓
口
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
積
極
的
に
支
援
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一
層
の
女
性
の
能
力
活
用
を

 
仕
事
と
家
庭
と
の
調
和
が
業
績
を
伸
ば
す
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八
、
鋼
材
に
つ
い
て
は
建
築
規
模
に

応
じ
た
グ
レ
ー
ド
の
指
定

　

県
の
担
当
部
局
か
ら
は
、
県
産
品
・

リ
サ
イ
ク
ル
認
定
製
品
に
つ
い
て
は

仕
様
書
の
中
で
使
用
す
る
よ
う
、
今

後
と
も
努
力
し
て
い
く
旨
の
回
答
が

あ
っ
た
。

　

続
い
て
、『
岐
阜
県
議
会
幹
部
議
員

と
の
懇
談
会
』
が
行
わ
れ
、
出
席
さ

れ
た
山
下
運
平
議
長
、
早
川
捷
也
副

議
長
、
自
民
党
岐
阜
県
連
の
加
藤
一

夫
政
調
会
長
、
渡
辺
猛
之
（
総
務
）・

矢
口
貢
男
（
地
域
県
民
）・
足
立
勝
利

（
厚
生
環
境
）・
洞
口
博
（
農
林
商
工
）・

笠
原
多
見
子
（
教
育
警
察
）
の
各
常

任
委
員
長
、
部
会
顧
問
の
猫
田
孝
県

議
に
対
し
、
部
会
員
か
ら
の
要
望
を

行
っ
た
。

　

全
国
中
央
会
の
補
助
事
業
「
組
合

等
Ｗ
ｅ
ｂ
構
築
支
援
事
業
」
を
活
用

し
、
今
年
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
た
組
合
等
は
次
の
と
お
り
。

岐
阜
県
瓦
葺
組
合
（
足
立
英
明
組
合

長
）
＝
【
ア
ド
レ
ス
】http://w

w
w
.

gifukaw
ara.com

/

協
同
組
合
郡
上
大
和
ど
っ
し
り
住
宅

（
下
廣
昭
男
理
事
長
）＝【
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.dosiri.com

/

異
業
種
交
流
会
み
の
か
も　

（
小
川

21

恒
雄
会
長
）
＝
【
ア
ド
レ
ス
】http:/

/w
w
w
.m
inokam

o21.ne.jp/

　

中
央
会
と
建
設
関
連
業
団
体
部
会

は
、
官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
二
月
十

三
日
、
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
で
開

催
し
た
。

　

国
や
地
方
自
治
体
の
財
政
難
に
伴

い
公
共
工
事
が
削
減
傾
向
に
あ
る
中

で
、
中
小
建
設
関
連
業
界
は
ま
す
ま

す
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
地

元
中
小
企
業
へ
の
官
公
需
発
注
の
増

大
の
実
現
な
ど
九
項
目
を
、
県
及
び

県
議
会
に
要
望
し
た
。

　
『
県
官
公
需
懇
談
会
』
で
は
、
出
席

さ
れ
た
奥
田
邦
夫
建
設
管
理
局
長
か

ら
県
の
官
公
需
に
対
す
る
方
針
が
説

明
さ
れ
、「
厳
し
い
予
算
編
成
を
強
い

ら
れ
て
い
る
が
、
官
公
需
発
注
の
増

大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
以

上
に
県
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
に
努

め
た
い
」
と
前
向
き
な
発
言
が
あ
っ

た
。
次
に
、
部
会
全
体
の
要
望
と
し

て
『
地
元
中
小
企
業
へ
の
官
公
需
発

注
の
増
大
の
実
現
』
を
戸
島
部
会
長

が
述
べ
た
後
、
十
組
合
か
ら
次
の
事

項
を
要
望
し
た
。

　

他
の
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

一
、
公
共
工
事
で
の
地
元
製
品
の
優

先
使
用

二
、
公
共
工
事
で
の
分
離
発
注
並
び

に
地
元
業
者
の
積
極
的
活
用

三
、
金
属
板
屋
根
工
事
に
組
合
選
出

に
よ
る
幹
事
会
社
の
優
先
的
活
用

四
、
生
コ
ン
の
適
正
価
格
に
よ
る
発

注
五
、（
仮
称
）
岐
阜
県
骨
材
対
策
協
議

会
の
設
置
実
現

六
、
農
地
法
と
砂
利
採
取
法
に
関
す

る
県
の
認
可
業
務
の
市
町
村
へ
の

権
限
委
譲
の
見
送
り

七
、
公
共
工
事
残
土
の
有
効
活
用
と

払
い
下
げ
を
県
下
全
市
町
村
で
の

完
全
実
施

官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

建
設
関
連
団
体
部
会
・
九
項
目
要
望

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

世
界
最
大
の
見
本
市
に
出
展

美
濃
焼
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

組
合
等
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
規
開
設

　

中
央
会
が
平
成　

年
度
「
新
連
携

16

対
策
委
託
事
業
」
で
組
織
化
し
、
そ

の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る

「
美
濃
焼
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（M

in

o
Pottery

A
lliance

）」
が
、
ド
イ
ツ
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
開
催
さ
れ
た
世

界
最
大
の
消
費
財
見
本
市
「
ア
ン
ビ

エ
ン
テ
」（
二
月
十
日
〜
十
四
日
）
に

出
展
し
、
世
界
へ
情
報
発
信
を
行
っ

た
。

　

同
行
し
た
本
会
の
三
宅
東
濃
支
所

長
は
、「
世
界
の
陶
磁
器
関
係
業
者
が

こ
ぞ
っ
て
出
展
し
て
お
り
、
す
ば
ら

し
い
品
質
の
白
磁
の
洋
食
器
が
多
い

の
に
お
ど
ろ
い
た
。
ま
た
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
狙
い
で
あ
る
、
和
食
器

は
正
解
で
あ
る
と
理
解
で
き
た
。
但

し
、
和
食
器
も
中
国
商
品
が
安
価
で

出
回
っ
て
お
り
、
和
食
文
化
を
付
加

価
値
に
す
る
戦
略
も
妥
当
な
も
の
と

感
じ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
三
十

社
か
ら
提
供
さ
れ
た
商
品
を
選
定
し
、

カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め

た
ほ
か
、
ブ
ー
ス
の
壁
面
に
棚
を
設

け
て
の
陳
列
や
和
食
メ
ニ
ュ
ー
（
お

寿
司
・
刺
身
等
）
の
食
品
サ
ン
プ
ル

と
和
食
器
を
組
み
合
わ
せ
て
の
展
示

な
ど
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
商
品
を

出
展
し
、
器
と
和
食
の
妙
味
を
提
案

し
た
。

　

ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
バ
イ
ヤ
ー
か
ら

百
五
十
八
件
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
収
集

し
、
う
ち
九
十
七
件
に
対
し
て
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
る
予
定
で
あ
る
。
次
年

度
に
向
け
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
分
析
し
、
実
際
に
現
地
で
バ
イ

ヤ
ー
と
触
れ
合
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
、

海
外
で
販
売
で
き
る
商
品
の
拡
充
を

図
っ
て
い
く
。

（
関
連
記
事
＝
四
頁
・
海
外
レ
ポ
ー

ト
）
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�
…
春
の
交
通
安
全
運
動　

四
月
六
日　

〜
四
月
十
五
日　
　
　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】

（木）

（土）

　

八
百
津
煎
餅
協
同
組
合
（
伊
藤
成

治
理
事
長
）
は
、
組
合
員
有
志
で
新

味
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ご
ぼ
う
や
酒
粕
、
チ
ー
ズ
、
焼
そ

ば
な
ど
二
十
一
種
類
の
試
作
品
を
作

り
、
二
月
中
旬
の
県
庁
を
ス
タ
ー
ト

に
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
や
女
子
高
で
試
食

会
を
行
い
、
味
な
ど
の
評
価
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
。

　

開
発
に
あ
た
っ
て
、
現
在
の
煎
餅

に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
素
材
や
若
い

人
向
け
の
素
材
を
選
定
し
、
新
感
覚

の
煎
餅
の
商
品
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
麦
粉
に
か
わ
っ
て
今
回

新
た
に
デ
ン
プ
ン
を
使
っ
た
煎
餅
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

　

協
同
組
合
岐
阜
県
鍼
師
灸
師
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
会
（
藤
井
成
幸
理
事
長
）

で
は
、　

県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
、

（社）

　

県
鍼
灸
師
会
と
と
も
に
建
設
し
て

（社）い
た
「
岐
阜
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
会

館
」
が
完
成
し
、
二
月
二
十
六
日
に

落
成
式
が
行
わ
れ
た
。

　

当
該
組
合
は
平
成
十
五
年
に
組
織

化
さ
れ
、
療
養
費
申
請
事
務
代
行
に

関
す
る
事
業
を
中
心
に
展
開
し
、
こ

　

多
治
見
陶
磁
器
卸
商
業　

の
前
理

（協）

事
長
で
、
前
畑
陶
器　

会
長
の
坂
�

（株）

重
雄
氏
が
多
治
見
市
名
誉
市
民
に
選

ば
れ
た
。

　

坂
�
氏
は
、
陶
磁
器
産
業
の
振
興

に
力
を
注
ぎ
、
ま
た
、
東
海
環
状
自

動
車
道
の
建
設
促
進
な
ど
の
要
望
活

動
に
も
尽
力
さ
れ
、
地
域
経
済
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
十
年
ぶ
り
十
人
目
の
名
誉
市

民
に
推
挙
さ
れ
た
。

　

二
月
十
日
に
は
多
治
見
市
産
業
文

化
セ
ン
タ
ー
で
名
誉
市
民
推
挙
式
典

が
行
わ
れ
、
県
内
政
財
界
か
ら
多
く

の
人
が
参
加
し
、
坂
�
氏
の
栄
誉
を

讃
え
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

の
度
、
組
織
活
動
の
拠
点
と
な
る
新

会
館
が
完
成
、
一
層
の
組
織
の
発
展
、

事
業
の
充
実
を
目
指
し
て
い
る
。

　

落
成
式
に
は
多
く
の
来
賓
が
出
席
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
藤
井
理
事
長
は

あ
い
さ
つ
の
中
で
「
念
願
で
あ
っ
た

会
館
が
完
成
し
、
ま
す
ま
す
業
界
発

展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
」

と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
。

　

東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
協
同
組
合

（
杉
山
計
弘
理
事
長
）
は
、
岐
阜
県
、

白
川
町
、
矢
崎
総
業　

（
空
調
機
器

（株）

メ
ー
カ
ー
）
と
共
同
し
て
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
製
造
の
事
業
化
を
目
指
し
調

査
を
開
始
し
た
。

　

当
該
組
合
は
、
木
の
燃
焼
か
ら
出

る
二
酸
化
炭
素
は
木
が
吸
収
す
る
た

め
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る

と
の
観
点
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
を
導
入
し
て
い
る
。

　

製
品
化
を
目
指
す
木
質
ペ
レ
ッ
ト

と
は
、
間
伐
材
・
廃
材
等
か
ら
お
が

く
ず
を
作
り
、
こ
れ
を
熱
と
圧
力
で

固
め
ペ
レ
ッ
ト
化
し
、
ス
ト
ー
ブ
の

固
形
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
の
が
狙

い
。
需
要
開
拓
、
生
産
コ
ス
ト
の
算

　

岐
阜
中
金
会
（
岡
本
太
右
衛
門
会

長
）
は
、
平
成
十
八
年
度
通
常
総
会

並
び
に
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
を
二
月
二

十
二
日
に
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
で
開
催
し
、

県
内
の
商
工
中
金
出
資
組
合
等
を
は

じ
め
、
約
百
人
が
出
席
し
た
。

　

総
会
の
中
で
「
政
策
金
融
改
革
で

民
営
化
が
決
定
し
た
が
、
今
後
も
変

わ
ら
ず
中
小
企
業
専
門
の
金
融
機
関

と
い
う
特
性
を
発
揮
し
て
い
き
た

い
」
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　
「
商
工
中
金
を
利
用
し
た
い
」
と
い

う
方
は
中
央
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

新
味
商
品
の
開
発
を
目
指
す
！

県
の
特
産
品
・
八
百
津
煎
餅

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
会
館
が
完
成

　

伊
藤
理
事
長
は
、「
煎
餅
に
対
す
る

消
費
者
の
意
見
を
聞
き
、
新
し
い
味
、

感
覚
の
煎
餅
を
開
発
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。
今
後
、ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
基
に
商
品
の
絞
り
込
み
や

改
善
を
行
い
、
発
売
に
向
け
て
更
な

る
挑
戦
が
続
く
。
な
お
、
八
百
津
煎

餅
は
、
国
内
で
六
割
程
度
の
シ
ェ
ア

を
占
め
て
い
る
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
事
業
化
目
指
す

総
会
＆
セ
ミ
ナ
ー
開
催

定
な
ど
事
業
化
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
動
き
始
め
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

多
治
見
市
名
誉
市
民

　

前
畑
陶
器　

の
坂
�
会
長

（株）
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

　世界最大の消費財見本市「アンビエンテ」が２月
１０日から１４日まで、ドイツ・フランクフルトで開催
された。岐阜県からも、常連となった「みずなみ焼」
グループなどの陶磁器関連企業、関市の刃物関連企
業に加えて、今回「Mino Pottery Alliance」（ミノ・
ポッタリー・アライアンス）が初出展を果たした。

■「Mino Pottery Alliance」
　「Mino Pottery Alliance」は、県中小企業団体中央
会の旗振りのもとに、美濃焼産地のメーカー、国内
及び海外向け商社の有志約３０社が集まり、互いの協
力により海外販路開拓に挑む企業グループ。各社が
それぞれに蓄積した経営資源を持ち合い融合させる
ことで、新たな需要の開拓を目指す取り組みとして、
経済産業省の新連携支援事業の対象に認定された。
この活動の中心を大東亜窯業（株）が担うとともに、
海外進出に対する市場戦略・販売コーディネーター
として、業界での海外経験が豊富な今枝寛彦氏を迎
えた。
■海外進出コンセプト
　海外進出の大きなコンセプトとなったのが、拡大
している欧米での日本食ブームを捉え、食と器を結
びつけることだ。そして、そのコンセプトは、浅見
悦子氏のテーブルコーディネートによって見事に実
現された。
　出展ブースでは、実際に料理を装った器が、食と
器の相性を分かりやすく示す。インターネットや商
品カタログにおいても、季節や年中行事に合わせた
趣あるテーブルが、繊細かつ豊かな食のシーンを想
像させる。日本料理のレシピも収録され、料理から
も和食器の必要性が巧みに訴えかけられている。
■世界市場との競争
　今年のアンビエンテへの出展者数は、４,５８０（海外
からは８６ヶ国、３,０９６の出展）に上る。来場者も５日
間に世界１３２ヶ国から１４万７千人を数えた。過酷な
競争は必至だ。
　実は「Mino Pottery Alliance」のブースには、最高

技術の人工食品サンプル
が用いられた。これらに
興味津々で立ち止まる来
場者も多く、注目を集め
る好材料となったようだ。
５千もの業者がひしめく
大見本市で、初出展とも
なればブースが埋もれて
しまわないような仕掛け
が必要だ。
　もちろん、有望バイヤー
への事前広報にも余念が
ない。関係者のコネクションに加え、土岐輸出陶磁器器
完成協同組合が直前まで進めてきた海外販路拡大事業
「新和陶」で培った海外バイヤーリストを最大限に活用
し、初出展ブースへの来場を促す努力もあった。
■欧州での日本製陶磁器販売
　欧州での日本食ブームは確かに拡大している。但し、
海外の日本食レストランが、純粋な和食高級店ばかり
でないことも確かであり、むしろヨーロッパ化した日
本風エキゾチックスタイルを、粋なものとして捉えて
いる傾向がある。どのターゲットを視野に入れて世界
で戦うのかは、重要な意思決定かもしれない。
　ベルギーに拠点を置く日本製消費財の輸入卸売業
者「Ginza」のブースでは、陶磁器を含めた本物の日
本製消費財の市場は、過去２０年来、特に拡大してい
る実感はないとのことだ。加えて「顧客は純粋に日
本らしい商品を求めており、それがヨーロッパ化し
たら外国企業でも作れる。また海外向けの商品企画
を特別に行ったら、余分な費用もかさみ商売が割に
合わないのではいか」と助言する。
　一方で、「ウェッジウッド」では、同社の日本テイ
スト商品の販売拡大を肯定すると同時に、「極端な
日本デザインは良くない。日本のテイストを残しな
がらバランス良くヨーロッパ化した商品が、カッコ
イイものとして受け入れられている」と分析する。
■今後の展望
　世界の日本食レストランは２万４千店とも言われ、
５年後には世界の日本食人口を１２億人にしようと
いう政府の取り組みも始まっている。日本料理が、
フランス料理、中国料理に続く世界の第３勢力とな
ることを考えると、日本食を引き立たせる食器の需
要が高まることは間違いない。
　今後は、どの市場をターゲットとして、何を売っ
ていくのかという視点が肝要となってくるだろう。
「Mino Pottery Alliance」も、デザイナーにアンビエ
ンテを視察調査させ、次に向けた商品開発を検討し
始めた。「みずなみ焼」は、そうして過去５年の出展
でノウハウを蓄積した。
同じ美濃焼産地から海外を目指す取り組みは、両者
の競争と協力により産地を強くすることだろう。

美濃焼産地の海外進出「Mino Pottery Alliance」の挑戦！
～「アンビエンテ」（ドイツ・フランクフルト）へ出展～

岐阜県ベルリン駐在員　吉村　竜一

�����������	
�������������������������� 



2006 年（平成 18 年）3月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 557 号（５）

　県内中小企業主要業種の景気動向
（２月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△▲△△窯 業 原 料
△△△△△▲石　 　 灰
▲△△△○△生 コ ン ク リ ー ト
△△△△▲△砂 利 生 産
▲△△▲△▲砕 石 生 産
△○△△○○鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△○刃物等金属製品 （内需） 
△△○△△○メ　 ッ　 キ
○△○○△○県 金 属 工 業 団 地
△△△△△○可 児 工 業 団 地
△△△△△▲金　 　 型
△○△△△○電 気 機 械 器 具
○△○○△○輸 送 用 機 器
▲△△▲△△各種物産品（観　 光）
▲△△▲△▲各種物産品（ギフト）
△△△▲△△総合卸売（飛騨地区）
▲△△▲▲▲電 設 資 材 卸
▲▲△▲▲▲陶 磁 器 産 地 卸
○○△○○○機 械 ・ 工 具 販 売
△△△△△△青 果 販 売
▲△△△△△水 産 物 商 業
△△△▲▲△家 電 機 器 販 売
△△▲▲△▲メ ガ ネ 販 売
△△△△△△中 古 自 動 車 販 売
△△△△○○石 油 製 品 販 売
△○△△△○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
△△▲△△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△○△○生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△牛 乳 ・ 乳 製 品
△△△△△△豆 腐
△△△▲▲▲食 肉 （ 国 産 ）
△△△▲△△菓　 　 子
○○○○△○米　 　 菓
△△△▲○○寒 天 水 産
△△△▲△▲製 麺
▲△△△△▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲△▲毛　 織　 物
▲△▲▲△▲合 成 繊 維 織 物
△△△△△△メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△△△▲婦 人 ・ 子 供 服
○△○○○○縫　　 製（既製服）
△△△△△△製　 　 材
△△△○○○銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 地 区 ）
△△△△△△東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△△△△特　 殊　 紙
△△△△△▲紙　 加　 工　 品
△△△▲△○印　 　 刷
△△△△○○プ ラ ス チ ッ ク
△△△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲△△陶 磁 器 （ 輸 出 ）
△△△▲△△タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△▲▲△△岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲△▲多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲△▲恵 那 市 商 店 街
△△△▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△△自 動 車 車 体 整 備
△△△△○△自 動 車 タ イ ヤ 整 備
△△△▲△▲長 良 川 畔 旅 館
△△△▲△▲下 呂 温 泉 旅 館
△△△△△△高 山 旅 館
△△△△△△ク リ ー ニ ン グ
▲△▲▲△▲広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△△△△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△○理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 地 区 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 地 区 ）
△▲▲▲△▲土木・建築（羽島地区）
△△△▲△△建築（各務原地区）
△△△△△△鉄 構 造 物
▲△△▲▲▲電 気 工 事
▲▲△▲△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△▲△△△△木 製 建 具
▲△▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△△○貨 物 運 送（ 県 域 ）
○▲△○△○軽 運 送

の
変
化
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
前
月
の
動
向
と

概
ね
横
這
い
と
な
っ
て
い

る
。売

上
高
Ｄ
Ｉ
値
は
７

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
マ
イ

ナ
ス
８
、
収
益
状
況
Ｄ

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た『
二
月
の
特
色
』は
次
の
と
お
り
。

〔
二
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企
業

の
特
色
は
①
景
況
感
動
向
は
概
ね
横
這
い
、
②
収

益
状
況
、販
売
条
件
に
改
善
の
動
き
が
出
て
い
る
―

と
な
っ
て
い
る
。

二
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ
Ｉ

値
で
見
る
と
、
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス

と
な
り
、
前

１９

月
の
マ
イ
ナ
ス

に
対
し
２
ポ
イ
ン
ト
の
若
干
の
改

２１

善
と
な
っ
た
。７
ヶ
月
連
続
の
改
善
の
後
、
直
近
２
ヶ

月
は
連
続
し
て
悪
化
と
な
り
、
当
月
再
び
改
善
と

な
る
な
ど
、
足
踏
み
状
態
と
な
っ
て
い
る
。改
善
の
要

因
は
、
好
転
の
増
加
で
は
な
く
、
悪
化
か
ら
不
変
へ

Ｉ
値
は

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
マ
イ
ナ
ス

と
な
る
な
ど
、

１０

２９

前
月
の
大
き
な
悪
化
の
動
き
と
は
反
対
に
、比
較
的
大
き

な
改
善
の
動
き
と
な
っ
た
。し
か
し
、
売
上
高
Ｄ
Ｉ
値
、
収

益
状
況
Ｄ
Ｉ
値
と
も
に
水
面
下
で
の
改
善
で
あ
り
、ま
た
、

改
善
の
要
因
は
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
と
同
様
に
、
悪
化
か
ら

不
変
へ
の
変
化
に
よ
る
要
因
が
大
き
く
、
回
復
の
動
き
に

は
十
分
で
は
無
い
状
況
で
あ
る
。

機
械
関
係
業
種
の
業
況
は
引
き
続
き
好
調
で
あ
る
が
、

他
の
業
種
で
は
、
企
業
間
競
争
の
激
化
、
取
引
先
か
ら
の

低
価
格
要
請
、
低
収
益
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
は
変
わ

ら
ず
、
中
小
企
業
の
現
状
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

特
に
、石
油
系
原
材
料
・
燃
料
の
価
格
上
昇
、製
品
価
格
へ

の
転
嫁
難
を
指
摘
す
る
意
見
が
多
い
。

景
況
感
動
向
、概
ね
横
這
い

収
益
状
況
、販
売
条
件
に
改
善
の
動
き

２月景況調査

�
…
四
月
は
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
強
調
月
間
」
で
す
！　
　
【
岐
阜
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
】
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組合クリニック
●年度末決算に伴う組合の事務手続きについて
　組合の事業年度終了後の事務処理は、決算関係書類の作成から理事会・総会の開催、総会後に所管行政庁への届出、
税務申告そして必要に応じて法務局への登記と非常に煩雑で、仕事量も多くなります。
　そこで今回、年度末からの一連の事務手続きの要点を解説します。是非、参考にして下さい！
※事業年度末終了後の事務手続きのフロー図

決算日を３月３１日、理事会を５月７日、通常総会を５月２４日と仮定した場合です。

●決算関係書類作成上の留意点
１．財産目録の作成 ← 作成されていないケースが見受けられます。
　所管行政庁へ提出する決算関係書類は、事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書及び剰余金の処分又は損
失の処理の方法を記載した書面、これらを承認した総会議事録です。

２．定款に記載された剰余金処分について
　定款に記載された「法定利益準備金」、「特別積立金」の積み立てを行って下さい。組合の事業で教育情報事業を実
施している組合は、「法定繰越金（教育情報繰越金）」の処理を必ず行って下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３／３１　　事業年度末（決算日）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４／　１�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４／２８　　出資総口数及び払込済出資総額変更登記�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４／３０　　理事会招集状の理事への到達�
�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５／　７　　理事会の開催�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５／１３　　通常総会招集状の到達�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５／１７　　監事の監査�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決算関係書類を通常総会の一週間前までに理事から監事へ提出�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事は決算関係書類を監査した上で監査意見書を提出�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５／２４　　通常総会�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定款変更がある場合（総会で決議された後）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①所管行政庁へ定款変更認可申請�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②認可後、変更登記�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（登記事項がある場合、認可書到着後二週間以内）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事会の開催（役員変更がある場合）理事全員の同意があれば招集手続を省略�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①代表理事の変更登記（就任・重任のいずれか）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②所管行政庁へ役員変更届の提出（二週間以内）�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５／３１　　法人税等の確定申告�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６／　７　　決算関係書類の提出�

決

算

日

か

ら

二

ヶ

月

以

内

�

中
十
日
以
上�

二

週

間

以

内

�

四週間以内�

中七日以上�

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
法
に
基
づ

き
国
が
賃
金
の
最
低

限
度
を
定
め
、
使
用

者
は
そ
の
最
低
賃
金

額
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
制
度
で
す
。

　

県
下
の
事
業
場
で

働
く
常
用
・
臨
時
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
外
国
人
技
能
実

習
生
等
す
べ
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

最 低 賃 金 一 覧

効力発生日時　間　額地域別最低賃金

１７.１０.１671 円岐阜県最低賃金

効力発生日日　額時間額産業別最低賃金

１０.１２.２５5,708 円714 円
陶磁器・同関連製品

耐 火 物 製 造 業

１７.１２.２１―690 円紡 績 業

１７.１２.２１―742 円

電 気 機 械 器 具

情報通信機械器具

電子部品・デバイス

製 造 業

１７.１２.２１―779 円自動車・同附属品製造業

１７.１２.２１―835 円航空機・同附属品製造業

　

加
藤
千
雄
理
事
長
（
本
会
副
会
長
）

は
、
二
月
二
十
七
日
の
衆
院
予
算
委

員
会
公
聴
会
で
、
公
述
人
と
し
て
意

見
陳
述
を
行
い
、
中
小
企
業
の
現
状

と
課
題
、
中
小
企
業
対
策
な
ど
施
策

充
実
の
必
要
性
を
陳
述
し
た
。

　

主
な
事
項
に
、
中
小
企
業
の
課
題

と
し
て
、
事
業
継
承
の
問
題
、
も
の

づ
く
り
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
技
術

者
の
「
匠
の
技
」
の
継
承
問
題
な
ど

を
指
摘
、
そ
れ
ら
の
対
策
の
充
実
強

化
の
必
要
性
を
強
調
し
、
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
の
中
小
企
業
対
策
に

つ
い
て
、
中
小
企
業
の
現
場
を
充
分

踏
ま
え
た
施
策
に
す
る
た
め
、
若
手

官
僚
の
中
小
企
業
へ
の
出
向
に
よ
る

中
小
企
業
の
現
状
把
握
な
ど
を
提
案

し
た
。

衆
院
公
聴
会
で
意
見
陳
述

県
可
児
工
業
団
地　

・
加
藤
理
事
長

（協）
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県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
中
小
企

業
者
の
経
営
状
況
を
加
味
し
た
新
た

な
保
証
料
率
体
系
を
導
入
し
、
四
月

一
日
か
ら
保
証
料
率
の
弾
力
化
（
年

〇
・
五
％
〜
二
・
二
％
の
範
囲
で
九

段
階
の
料
率
体
系
に
変
更
）
を
実
施

す
る
。
従
来
の
保
証
料
率
は
一
律
一
・

三
五
％
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
保
証
料

率
の
弾
力
化
に
よ
り
、
経
営
状
況
が

良
好
な
企
業
に
は
割
安
な
保
証
料
を

実
現
し
、
経
営
状
況
が
必
ず
し
も
良

く
な
い
企
業
に
も
保
証
利
用
機
会
の

拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
中

小
企
業
の
資
金
調
達
の
円
滑
化
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

詳
し
く
は
、県
信
用
保
証
協
会（
〇

五
八－

二
七
六－

六
九
二
四
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〈
二
月
十
六
日
〜
二
十
八
日
〉

　

日　
　

地
球
環
境
村
ぎ
ふ
・
理
事

２２

（財）

会
（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐

山
）

　
　

超
少
子
化
社
会
の
働
き
方
を
考

え
る
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
高

山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
）

　

日　

岐
阜
県
産
業
振
興
懇
談
会

２３（
県
庁
議
会
棟
）

　

日　
「
も
の
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」

２５
ト
ー
ク
イ
ン
東
海
（
東
海
職
業
能

力
開
発
大
学
校
）

　

日　

岐
阜
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
会

２６
館
落
成
披
露

　

日　

岐
阜
県　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
委

２７

２１

員
会
（
県
庁
議
会
棟
）

　
　
　

岐
阜
県
広
報
セ
ン
タ
ー
理
事

（財）
会
（
ふ
れ
あ
い
会
館
）

〈
三
月
一
日
〜
十
五
日
〉

１
日　

財
務
行
政
モ
ニ
タ
ー
会
議

（
合
同
庁
舎
）

２
日　

岐
阜
県
職
業
能
力
開
発
協
会

理
事
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

６
日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

運
営
小
委
員
会
（
合
同
庁
舎
）

　
　

連
合
岐
阜
来
会（
中
央
会
サ
ロ
ン
）

９
日　

岐
阜
地
方
労
働
審
議
会
家
内

労
働
部
会
・
地
方
労
働
審
議
会
（
グ

ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　
　

岐
阜
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協

議
会
全
体
会
議
（
岐
阜
商
工
会
議

所
）

信
用
保
証
料
率
が
弾
力
化
し
ま
す
！

業
が
直
接
間
接
の
被
害
を
被
っ
て
い

る
中
で
、中
小
企
業
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
）
の
普
及
浸
透
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
策
定
と
運
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
中
小

企
業
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

取
り
組
み
。

　

③
不
払
い
残
業
等
の
問
題
に
対
し

労
働
時
間
管
理
等
の
徹
底
、
岐
阜
労

働
局
主
導
の
「
は
つ
ら
つ
職
場
づ
く

り
宣
言
」
の
推
進
、
ま
た
、
法
改
正

に
よ
る　

歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置

６５

実
施
の
周
知
。

　

ま
た
、
八
日
の
国
際
女
性
デ
ー
に

あ
わ
せ
て
、
三
尾
副
会
長
ら
が
来
会

し
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
と
労
働
条
件
の
改
善
、
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
事
業

主
行
動
計
画
の
充
実
、
出
産
・
育
児

に
対
す
る
不
利
益
を
な
く
す
た
め
の

対
策
な
ど
、「
男
女
平
等
社
会
の
実
現

に
向
け
て
の
要
請
」
が
あ
っ
た
。

普
及
し
て
い
る
。

【
ア
ク
セ
ス
先
】http://w

w
w
.chusho

.m
eti.go.jp/bcp/

　

三
月
六
日
、
連
合
岐
阜
の
井
端
事

務
局
長
、
別
宮
執
行
委
員
が
来
会
し
、

次
の
よ
う
な
周
知
要
請
が
あ
っ
た
。

　

①
大
企
業
の
業
績
改
善
と
下
請
企

業
の
現
状
と
の
格
差
を
背
景
に
、
取

引
関
係
問
題
の
存
在
を
指
摘
、
そ
の

是
正
へ
の
取
り
組
み
。

　

②
パ
ー
ト
労
働
者
等
を
含
め
た
全

従
業
員
対
象
の
企
業
内
最
低
賃
金
協

定
締
結
、
有
給
休
暇
付
与
等
の
労
働

条
件
の
確
保
の
推
進
、
ま
た
、
非
典

型
労
働
者
に
対
す
る
処
遇
改
善
へ
の

て
い
る
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
自
然
災
害
や
大
火
災

等
の
緊
急
事
態
に
お
い
て
事
業
中
断

を
最
短
に
と
ど
め
、
被
害
を
最
小
化

す
る
た
め
の
企
業
の
危
機
管
理
の
新

手
法
と
し
て
、
主
に
欧
米
で
発
達
し

　

経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
は
、
新

た
な
災
害
対
策
と
し
て
「
中
小
企
業

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」
を
同
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
た
。

　

毎
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
等
の
自

然
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
中
小
企

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

「
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
運
用
指
針
」を
公
開
！

岐
阜
県
中
央
会
・
事
務
所
移
動
の
お
知
ら
せ

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、
四
月
一
日
よ

り
次
の
と
お
り
事
務
所
を
変
更
致
し

ま
す
。
な
お
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
従
来
ど

お
り
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

岐
阜
県
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
８
階

（
現
在
は　

階
）

１２

〈
四
月
中
〉

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

２５会
理
事
会
（　

時　

分
〜
／
県
民
ふ

１０

３０

れ
あ
い
会
館
）

　

中
央
会
で
は
、
三
月
一
日
付
け
で

河
田
友
宏
（
か
わ
だ
と
も
ひ
ろ
）
を

採
用
し
ま
し
た
。
情
報
チ
ー
ム
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
組
合
等
の
皆
様
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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職
員
採
用
の
お
知
ら
せ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

連
合
岐
阜
か
ら
協
力
要
請

賃
金
格
差
の
是
正
、労
働
条
件
の
改
善
な
ど

�

http://w
w
w
.p

…
び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
二
〇
〇
六
出
展
の
ご
案
内
【        
 
 
  ref.shiga.jp/event/m

esse/

                    
     
】

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ
実
行
委
員
会
事
務
局　

�
〇
七
七－

五
二
六－

三
五
七
五


